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 力を出し切った運動会が終わりました。さわやかで過ごしやすく秋の 

気配が感じられますね。 

10月 10日（    ）は目の愛護デーです。コロナ禍でスマホやゲ 

ームの時間が増えたり、タブレット端末やデジタル機器に触れる機会も 

増えて、目の健康も気になりますね。2019年の文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

の学校
がっこう

保健
ほ け ん

統計
とうけい

で 1.0未満
み ま ん

の小学生の割合は 34.57％（40年間で 2倍に増加）と

いうデータがあります。0.3 未満の視力の小学生はこの４0 年間で約 3

倍に増えており、子供たちの近視の重症化が問題と言われています。 

五小全体としては視力
しりょく

がよい児童
じ ど う

が多
おお

いと言えます。良い目を守るた 

めに、おうちでのルールも話し合ってみてください。疲れをやわらげる 

４つの合言葉も試してみましょう。 

今のところ、３４名の受診結果が届いておらず、少し心配です。学校

生活でも、黒板が見えにくい場合は学習にも影響が出ます。お手元に受

診結果を保管されているご家庭は、担任経由で提出をお願いいたします。 

 

                        

 

 

 

☆視力検査の結果から 

 

定期健康診断の視力検査では裸眼視力 1.0 未満の児童が 102 名でした。69

名の児童は眼科を受診して、現在治療中 12名、定期的に検査中 13名、レンズ

を交換した 12名、このまま様子をみると診断されたのは 3２名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

10月のほけん行事 

10月 11日(月) 13：15～  

特別支援学級宿泊事前健診   

 


